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巻 頭 言

　平成 24 年（2012 年）年 10 月、兵庫県立人と自然の博物館（ひとはく）は開館 20 周年
を迎えました。20 周年を記念した式典では、秋篠宮殿下にご臨席賜り、20 年の活動に高い
評価のお言葉をいただきました。
　成長の時代から、心の豊かさや生活の質を重視する成熟の時代への転換が求められるなか、人

と自然の調和した環境の創造をめざす研究拠点として人と自然の博物館は設置されました。館内

に、兵庫県立大学自然・環境科学研究所を設置し、従来の博物館がもつ資料収集、調査研究、展示・

普及に加え、データバンク、シンクタンク、学術交流等の機能をもつ新しい博物館として成果を

あげてきました。

　博物館活動の基盤となる資料収集・調査研究では、動植物から化石まで 130 万点を超える資料

を収蔵し、1300 を超える科学的知見を発表してきました。近年では竜脚類化石「丹波竜」が新属

新種であることを示し、世界の注目を集めています。

　また、郷土の自然・環境・文化について学ぶ生涯学習拠点として、子どもから高齢者まで多く

の人々に多彩なプログラムを提供しているほか、地域における生涯学習の担い手を養成していま

す。「ひとはくキャラバン」では、展示見学や地域の方々と連携したセミナーなどの開催をはじめ、

20 周年を記念して移動博物館車「ゆめはく」を導入しました。県内のみならず、東日本大震災の

被災地を訪問し、昆虫標本や恐竜化石など本物がもつ迫力やおもしろさを伝えています。

　そして、ひとはくが力を注いできたのが、地域社会と強く結びつき、人と自然に関わる社会的

課題の解決に取り組むシンクタンク活動です。行政や企業などの依頼に加え、県民や NGO・NPO

と連携しながら、幅広い分野で専門的な調査・研究を行い、その成果を地域づくりに生かしてき

ました。

　21 世紀は、「共生の時代」とも言われます。頻発する豪雨災害や野生動物による被害の増大は、

自然との共生を軽視してきた私たち社会への警鐘なのかもしれません。今こそ、一人ひとりが自

然の一員であり、自然に生かされていることを改めて認識し、豊かで美しいひょうごの環境を次

世代に引き継いでいかねばなりません。

　それだけに、人と自然をテーマにする「ひとはく」の役割はますます重要になってきます。こ

れからも、ふるさと兵庫の自然に親しみ、学び、発見する拠点として、一層充実した活動を展開し、

人と自然が共生する社会づくりを先導していきます。

　県民の皆様のさらなるご支援とご協力を心からお願いします。

平成 26 年 10 月
兵庫県知事
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巻 頭 言

　人と自然の博物館では、２０年という節目にさまざまな事業を展開しましたが、そのうちには、
２０年の前半の１０年と、新展開と銘打った活動を試みた後半１０年とを総括し、今後の活動のよ
りどころにしようと意図するこころみもありました。総括の重点は、２０年間の活動を真摯に自己
点検することにありました。どちらかというと印象を軸に取りまとめた部分は、市販本のかたちで、

『みんなで楽しむ新しい博物館のこころみ』として２０年目にあたる２０１２年９月に、研成社か
ら刊行し、すでにたくさんの人に見ていただいております。その本でも、公式記録としての２０年
史は別に取りまとめており、やがて公開する、と約束していましたが、この種の資料集の例に漏れ
ず、完成までに時間をとり、このたびやっとまとめて公表するにいたりました。
　自然系の博物館に期待される活動はたいへん広範囲におよびます。大学を高等教育機関と定義し、
高等教育担当者には第一線の研究者としての資質を必要とする、という考えはひろく常識となって
いますが、自然系博物館の館員の役割には、今でも、人によって期待するところにズレが見られま
す。一般的な定義では、人の学びを生涯を通じて支援し、科学の助けを必要とする事業に知的な支
援を行うという役割を担うのですから、担当者は大学の教員以上に科学の第一線で活躍している人
でないとその役を果たすことが出来ません。人と自然の博物館は、兵庫県立大学の自然環境科学研
究所が設置されている場でもありますので、求められている資質がかたちの上でも明確に示されて
います。
　２０年目の節目にあたり、人と自然の博物館のおかれている立場を、初心に戻って再確認し、
２０年にわたってやってきたこと、やれなかったことを、項目を細分して記録しました。自ら設定
している過剰とも見えるほどの日常活動の合間に整理した資料ですから、不足や偏りがないとはい
えませんが、それでもこれだけの資料の中から、人と自然の博物館がやってきたこと、やれなかっ
たことは、自分たちにも見えてきますし、博物館に関心をもっていただく人々のご批判を仰ぐ材料
にもなるものと思います。自分たち自身が、この実績から、今後にどのような展開を図るべきかを
判断するべきですが、同時に、博物館を活用して下さる皆様方の建設的なご批判をいただくことで、
よりよい博物館活動を構築することが出来ると思っております。忌憚のないご意見をいただき、私
たちの社会のために、博物館の活動が実のあるものになるようご支援いただくようお願いいたしま
す。
　まとめた資料を総覧してみますと、わたしたち館員の活動は、それを支援して下さる方々、協働
して下さる方々、それに活動に積極的に参加して下さる方々と一体になった時に成果をもたらすも
のであることが見えてきます。わたしたちは常に皆様方と一緒にあることを意識し、よりよい博物
館活動を構築するようにと、まとまった２０年史を前に誓いをあらためるところです。

平成 26 年 10 月
兵庫県立人と自然の博物館

名誉館長
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